
 

【第８号】 

平成２８年 7 月発行 

枚方市訪問介護事業者会 
事務局：枚方市楠葉朝日 1 丁目 21-8-202 

℡ 072-809-4416（訪問介護おでかけ内） 

 

盛夏の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 

平素は当会にひとかたならぬ御愛顧を賜り、ありがとうございます。 

先の総会におきまして、役員改選によりまた新たな顔ぶれとなりました。 

会長をはじめ役員一同「会員事業所をひとつもつぶさない！」と強い決意のもとスタート 

を切りました。一年間どうぞお付き合いのほど、よろしくお願いいたします。 

       

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 2８年５月１８日（木）1３時半より『枚方市訪問介護事業者会 第８回通常総会』が開催

されました。出席７２事業所、委任状２４事業所 合計議決権行使数９６事業所で会員総数（総

議決権数）の過半数を越え、全ての議案が承認され無事終了いたしました。 

 

 

 

総会後に枚方市長寿社会推進室の中井

さおり氏より平成２９年４月に始まる『介

護予防・日常生活支援総合事業（案）』に

ついてご説明いただきました。 

枚方市では初めて行われる、事業者向け

の説明会であったため、満席で立ち見が出

るほどのご参加を頂戴いたしました。 
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会 長  

ほっとステーション御殿山 

薄井 今日子 

 

みなさん、こんにちは。今期会長を努めさせていただきます薄井と申します。 

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。介護保険がスタートして 15 年が経ち、 

「介護の社会化」を目指していた制度が、来年４月から始まる、介護予防・日常生活支援総合事業

によって、大きく変わろうとしています。又、追い打ちをかけるように、「要介護１・２」の生活

援助の大幅な見直しの審議も、夏以降に始まります。事業所の様々な問題（ヘルパーの高齢化や慢

性人手不足等）も含め、厳しい状況の中ではありますが、介護保険の 15 年を総括しながら、「地

域に向き合う、地域と共に支え合うケア」とは何か、「利用者さんが住み慣れた地域で、いつまで

も自分らしく暮らし続けること」を実現するために、今後の訪問介護事業所の役割とは何か、をみ

なさんとご一緒に考え合いたいと思います。みなさんの声をぜひお聞かせください。 

訪問介護事業者会は、みなさんと共に創る会です。 

 

          副 会 長（広報担当付）        副 会 長（研修担当付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ヘルプケア・クレド              ぐっとケア  

今岡 望                松久保 勇樹 

  -年間計画-   

事 務 局 長              28 年  5 月 28 年版事業者一覧発行 

                                    28 年  ６月 研修①「介護保険の展望」 

                                 28 年  7 月 総合事業・緊急アンケート 

28 年  8 月 研修②「認知症症状のﾒｶﾆｽﾞﾑ」 

                       28 年  9 月 交流会 

                       28 年 10 月 研修③  

28 年 11 月 第 3 回介護実技講座 

                       28 年 1２月 サ責＆ヘルパーのつどい 

                       2９年  1 月 29 年版事業者一覧発行 

29 年  2 月 研修④ 

    おでかけ 薮内 充俊           29 年  3 月 懇親会 
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会 計             幹事（書記担当）               

        

 

 

 

 

 

 

 

 

アベール咲 崎髙科 美和子     NPO 法人ハートネット 中西 純子 

 

 

幹事（研修担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大潤会 平岡 克巳    社会福祉協議会 松浦 武夫  マイハート 廣田 旬平 

 

 

  

 

幹事（広報担当） 

 

 

 

かなえケアサービス 牟田口 定秋           ケア２１樟葉  木村 美都    

 

 会計監査 おりーぶ 千阪美惠  ・  顧問 枚方市長寿社会推進室 古屋 慎吾  
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「介護保険制度は行き詰っている。この制度

に未来はない‼」から話がスタート。「介護の

社会化」とは何であったのか。また「サービス

の差別化」の再考に話が広がり、最後は「頑張

りましょう」と一声いただきました。 

とても熱の入った２時間の研修となり、参加者

は、３５事業所（４１人）でした。 

 

～感想～    （30 代男性） 

とても興味深い研修でした。もう個別に 

どうするかという状況ではないことをこれま

での経緯や現状などを示しながら教えていた                     

だけたと思います。特に診療報酬と介護報酬の 

設定方法の大きな違いに衝撃を受けました。       

 

 

 ２８年度・第２回研修会  

日時 ：平成２８年８月２４日（水）1８：０0～１９：４５（受付 1７時３０分～） 

場所 ：枚方市市民会館 １階 第一、第二集会室 

内容 ：「認知症症状のメカニズム」～地域でその人らしく生活できる為に私たちができること～ 

講師 ：はつたクリニック 初田 裕幸 院長  

定員 ：先着７０名（会場の都合上、定員になり次第、締め切りとさせていただきます。） 

締切 ：８月３日(水)までに別紙申込書記入の上、FAX（072-809-2204）でお申込下さい 

 

［お知らせ］ 枚方市訪問介護事業者会 加入事業者数 ９5 事業所 （平成 28 年 6 月 24 日 現在） 

 

≪編集後記≫  

2016 年の介護現場では大きな混乱が生じています。その理由は、来年４月から全国で本格的に始まる

「介護予防・日常生活支援総合事業」へ向けて、制度そのものの方向性がまだこの段階にきて見えないこと。 

そして、消費税増税が再延期したことに伴い、介護だけではなく社会保障そのものの先行きが見えないこ

と。介護予防・日常生活支援総合事業の次は、「要介護１、２」をターゲットにした生活援助の縮小化が今

後議論されていくこと。更に財政難のまま突入する２０１８年の医療・介護の報酬 W 改定へと続きます。 

介護予防・日常生活支援総合事業で、要支援者は、地域の取り組みやボランティアに委ねられ、最重度者

は施設入所へと流れがつくられ、一体どれだけの高齢者が住み慣れた地域で生きていくことができるのかと

危惧するところです。 

私たちは、すべての人が「住み慣れた地域で暮らし続けたいとの至極あたりまえのニーズすら叶えること

が出来ないのか」と嘆くのではなく、利用者に一番近い立場の私たちにしか出来ない取り組みや“声”を最

大限伝えていかなければならないと感じています。またそんな事業者会であらねばならないと考えます。 

（今岡 望）  
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